
   

３日： 節分 

 ４日： 立春 

  ６日： 満月 ：旧 １月１６日  

１１日： 建国記念日 

 １９日： 雨水 

２０日： 新月 ：旧 ２月１日 

   

 冬の藻琴山はこんなにも青かっただろうか？ 

大鷲は１ヶ月遅く昨年末、川辺の木に留まっていた。 

雪も少なく除雪作業もそれほど行っていない。 

こんな冬の出会いと邂逅 

【 １月１８日 第１０回田の草フォーラム 】 

「オーガニック給食を支える有機農業技術大集合」 

参議院議員会館１階１０１会議室 「NPO法人 めだかの学校」 

        １０時～１８時１５分 

 先月号で紹介した粟木政明氏に今月も出会い 

ました。 ＪＡはくい経済部在籍の同氏が、 

「はくい式自然栽培の取り組み」について発表 

されました。 

また、初めて出合った人で「吉田俊道」さん。 

元普及員でこの人の自然栽培方法は、春になっ 

たら私も試してみたい程です。 

菌ちゃんふぁーむの菌ちゃん先生というので 

すが、you tubeも多数出していて、これを見 

ても参考になります。柴咲コウさんが生徒とし 

て、菌ちゃん先生に自然農法を教えて頂いてい 

るチャンネルもあり、野菜の床作りから収穫ま 

でわかりやすく実地指導していて見ているだけ 

で自分も出来るなと思えてしまいます。 

「菌ちゃんふぁーむ」「菌ちゃん先生」で 

検索して見て下さい。 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

ＭＯＡ自然農法 

文化事業団 

美美美幌幌幌会会会 

   感謝と健康をベースにした明るい 人・家庭・まちづくり   

栃栃栃ののの木木木かかからららののの手手手紙紙紙   
２０２３年 如月 ２月号 



【 １月２５日 大地再生農業について（不耕起栽培とカバークロップ） 】 

 映画 「Ｔｏ Ｗｈｉｃｈ Ｗｅ Ｂｅｌｏｎｇ（君の根は。大地再生にいどむ人びと）」 

端野町公民館 研修室１   １３時～１６時３０分 

 

３ヶ月程前に知ったこの映画。２ヶ月程前

には、斜里町で上映されることを上映前日に知

りましたが、行くことはしませんでした。 

今回、自然農法で使用している有機質肥料の

販売会社の関係で講習会の案内がありこの映画

を観る事が出来ました。 

そして、映画以上に講師として来られた方に出

会えたことは、私の自然農法の作業の一部を変

えて行くと思われます。 

 現在、東京農大の先生の進める越冬エン麦の

栽培を取り入れて２年目になり雪の下には成長したエン麦があります。今回のセミナーで、緑肥に

しても単品で使用するのでなく複数の緑肥を混ぜて栽培する事の効果に興味を持ちました。 

土壌表面を草や有機物で被覆する事で土中の微生物相が裕に

なり、微生物が活発になる事で土壌中の炭素量が増えて行く。

土壌中の炭素が増えると土壌も健全になって行く。地球温暖

化の原因とされる大気中の炭素。この炭素の一部は現代の農

法により土中から放出されたもの。土壌では、これらの大気

中炭素量の半分近くを受け入れる事ができるといいます。 

この炭素の循環を正常にする為の再生農業を実践する、 

Regenerative  Agriculture 

長沼町 「メノビレッジ長沼」のレイモンドさん。 

農業を軸とした共同体 

天のめぐみ 大地のちから いのちのつながり 

支えあう農業「ＣＳＡ」や加工品づくりで地産地消を実践する 

Community Supported Agriculture 

 

【１月２６日令和４年度オホーツク有機農業セミナー】 

女満別研修会館 １３時３０分 ～ １７時 

     主催：オホーツク有機農業ネットワーク 

講演は、医療法人社団長谷川クリニック院長 

「なぜ食物アレルギーがわずか７０年で急増し重症化してきたのか」 

 講演の中で、ある時期から増え始めたアレルギーも近年では表面

的な症状から体内へと侵攻してきているといいます。 

今回のセミナーに学校関係者、給食センター関係者の方が多く参加

されていた事は、今後の農業の在り方、消費の在り方が変わって行

く大きな力になって行くと思われます。 

 

まずは、農家は実践して行く事。消費者は声を挙げる事。 


